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●
受
付
会
場
（
完
全
予
約
制
） 

①
大
阪
　和
の
会
・
本
部
　②
大
阪
　大
阪
府
立
労
働
セ
ン
タ
ー 

③
神
戸
　兵
庫
県
民
会
館
　④
京
都
　京
都
府
立
社
会
福
祉
会
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大
阪
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
定
時
総
会
（
決
算
総
会
）
が
５
月
２９
日
（
火
）
、
中
央
区
の
大
阪
市
立

中
央
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
５
名
の
新
理
事
が
選
任
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
２３
年
度
事
業
報

告
、
収
支
決
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
野
口
一
郎
総
務

部
会
長
の
進
行
で
始
ま

り
、代
議
員
定
数
９８
名
中
、

出
席
者
９１
名
、
書
面
表
決

５
名
の
合
計
９６
名
で
過
半

数
に
達
し
た
た
め
成
立
し

ま
し
た
。

ま
ず
、
中
保
昌
理
事
長

の
開
会
あ
い
さ
つ
、
大
阪

市
福
祉
局
高
齢
者
施
策
部

の
久
保
直
也
部
長
の
来
賓

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
、
大
会
役
員

の
選
出
に
つ
い
て
、
司
会

者
一
任
に
よ
り
、
議
長
に

都
島
区
の
川
岸
美
幸
代
議

員
、
福
島
区
の
鳥
取
栄
美

子
代
議
員
、
議
事
録
署
名

人
に
北
区
の
八
田
安
正
代

議
員
、
此
花
区
の
植
村
�

子
代
議
員
が
指
名
さ
れ
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
の
理
事
の

選
任
に
つ
い
て
、
鷺
島
勝

事
務
局
長
か
ら
新
理
事
５

名
（
西
澤
義
男
氏
、
麻
殖

生
成
剛
氏
、田
中
�
秋
氏
、

松
本
泰
輔
氏
、
岩
田
清
春

氏
）
の
紹
介
が
あ
り
、
全

員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。第

２
号
議
案
の
平
成
２３

年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

鷺
島
勝
事
務
局
長
か
ら
、

第
３
号
議
案
の
収
支
決
算

に
つ
い
て
は
古
田
雅
久
事

務
局
次
長
か
ら
説
明
が
あ

り
、
審
議
が
行
わ
れ
、
全

員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。最

後
に
石
井
好
男
副
理

事
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
で

総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
中
保
昌
理
事
長

何
と
も
不
可
思
議
な

こ
と
で
あ
る
が
、
大
阪

か
ら
東
京
を
新
幹
線
で

往
復
す
る
と
き
は
、
旅

行
社
が
企
画
す
る
切
符

を
購
入
す
れ
ば
、
ホ
テ

ル
に
一
泊
す
る
ほ
う
が

安
く
つ
く
こ
と
が
あ

る
。
年
間
か
な
り
の
頻

度
で
行
き
来
す
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
い
つ
も

こ
の
切
符
を
利
用
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ

の
代
わ
り
用
事
が
無
く

て
も
必
ず
一
泊
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
お
陰

で
翌
日
は
一
日
フ
リ
ー

に
な
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
度
に
東
京
近
辺
を

く
ま
な
く
丹
念
に
探
索

し
て
い
る
の
で
今
で
は

ガ
イ
ド
が
で
き
る
ほ
ど

東
京
通
で
あ
る
。

さ
て
今
日
は
ど
こ
ま

で
出
か
け
よ
う
か
と
ホ

テ
ル
を
後
に
し
て
、
新

緑
鮮
や
か
な
明
治
神
宮

近
辺
を
散
策
し
て
い
た

先
月
、
足
の
赴
く
に
任

せ
て
い
る
う
ち
に
い
つ

の
間
に
か
神
宮
球
場
に

吸
い
こ
ま
れ
、
初
め
て

東
京
６
大
学
野
球
を
観

戦
し
た
。
神
宮
球
場
と

い
え
ば
学
生
野
球
の
メ

ッ
カ
で
あ
り
、
し
か
も

有
り
難
い
こ
と
に
高
齢

者
ゆ
え
大
阪
市
民
で
も

入
場
料
は
無
料
で
あ

る
。
早
稲
田
大
学
対
東

京
大
学
の
試
合
は
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
っ

た
が
、
小
雨
交
じ
り
の

な
か
で
応
援
合
戦
が
す

で
に
盛
り
上
が
っ
て
い

た
。応

援
団
長
と
い
え
ば

真
夏
で
も
長
い
上
着
の

学
生
服
を
着
た
ヒ
ゲ
づ

ら
で
強
面
の
学
生
を
想

像
し
て
い
た
が
、
意
外

と
両
校
の
団
長
は
ス
マ

ー
ト
で
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
や
さ
男
で
あ
る
。

さ
す
が
大
学
生
ら
し
く

チ
ア
ガ
ー
ル
も
洗
練
さ

れ
た
演
技
で
学
生
の
か

け
声
と
一
体
と
な
っ
て

球
場
に
こ
だ
ま
し
て
い

る
。ラ

ッ
キ
ー
セ
ブ
ン
で

あ
る
７
回
と
最
終
回
９

回
の
表
裏
に
は
学
生
野

球
独
特
の
儀
式
が
あ

り
、
両
校
の
学
生
全
員

が
起
立
す
る
。
ま
ず
先

攻
の
早
大
が
母
校
の
校

歌
を
高
ら
か
に
斉
唱
し

た
あ
と
、
団
長
が
１
８

０
度
向
き
を
変
え
相
手

校
に
深
々
と
礼
を
し
た

の
ち
「
フ
レ
ー
フ
レ
ー

東
大
」
と
エ
ー
ル
を
送

る
。
そ
の
後
す
か
さ
ず

球
場
全
体
の
観
衆
か
ら

大
き
な
拍
手
で
球
場
が

つ
つ
ま
れ
る
。
残
念
な

が
ら
今
の
大
学
生
の
殆

ど
が
母
校
の
校
歌
を
知

ら
ず
歌
う
こ
と
も
で
き

な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
こ

神
宮
球
場
で
は
３
塁
側

か
ら
は
旧
制
一
校
の
寮

歌
「
あ
あ
玉
杯
に
花
う

け
て
…
」、１
塁
側
か
ら

は
お
馴
染
み
の
「
都
の

西
北
、
早
稲
田
の
森
に

…
」
が
轟
き
、
関
西
人

で
あ
る
私
の
胸
を
も
揺

さ
ぶ
る
伝
統
校
の
重
み

を
味
わ
っ
た
。

試
合
終
了
後
は
一
斉

に
学
生
に
よ
る
清
掃
が

始
ま
る
。
勝
敗
の
ゆ
く

え
は
読
者
が
予
想
さ
れ

る
よ
う
に
大
差
で
の
結

果
で
あ
っ
た
が
、
選
手

の
奮
闘
に
加
え
こ
れ
ら

一
連
の
行
為
が
ま
さ
に

「
野
球
道
」
で
あ
り
職

業
野
球
に
な
い
清
々
し

さ
に
魅
せ
ら
れ
た
。

学
生
野
球
と
い
え

ば
、
憧
れ
の
甲
子
園
を

目
指
し
て
全
国
高
校
野

球
選
手
権
大
会
の
予
選

が
そ
ろ
そ
ろ
日
本
の
北

か
ら
南
か
ら
各
地
で
始

ま
る
頃
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
に
も
多
く
の
感
動

的
で
劇
的
な
名
場
面
や

名
選
手
の
活
躍
を
目
に

し
て
き
た
。
熱
狂
す
る

あ
ま
り
、
お
ら
が
郷
土

の
代
表
の
た
め
仕
事
が

手
に
つ
か
な
い
夏
を
送

る
人
も
多
く
い
る
。

し
か
し
最
近
で
は
野

球
留
学
と
か
い
っ
て
遠

く
の
強
豪
校
に
籍
を
お

き
、
地
元
の
選
手
が
ほ

と
ん
ど
い
な
い
常
連
校

も
あ
り
複
雑
な
思
い
を

す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま

た
甲
子
園
で
は
１
日
に

多
く
の
試
合
が
組
ま
れ

て
お
り
、
試
合
終
了
後

た
だ
ち
に
次
の
学
校
に

席
を
譲
ら
ね
ば
な
ら
な

い
か
ら
、
対
戦
後
に
相

手
校
に
敬
意
を
表
す
る

エ
ー
ル
の
交
換
も
で
き

な
い
。
教
育
の
一
環
と

い
い
な
が
ら
、
礼
儀
や

儀
式
よ
り
勝
ち
負
け
や

ス
タ
ー
選
手
の
動
向
を

重
視
す
る
な
ら
た
だ
の

興
行
野
球
に
過
ぎ
な

い
。い

や
プ
ロ
野
球
で

も
、
か
っ
て
王
選
手
は

本
塁
打
を
う
っ
て
も
コ

ブ
シ
を
挙
げ
る
こ
と
も

な
く
淡
々
と
一
周
し
て

い
た
。お
兄
様
か
ら「
打

た
れ
た
投
手
の
気
持
ち

を
考
え
な
さ
い
」
と
諭

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
あ

る
。
さ
す
が
に
７
５
６

本
の
世
界
記
録
を
樹
立

し
た
時
は
周
り
か
ら
促

さ
れ
て
、
遠
慮
が
ち
に

両
手
を
広
げ
て
ダ
イ
ア

モ
ン
ド
を
一
周
し
て
い

た
の
を
今
で
も
よ
く
記

憶
し
て
い
る
。

持
て
る
力
を
存
分
に

発
揮
し
勝
利
し
た
高
等

学
校
に
は
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
称
賛
の
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
る

が
、
健
闘
む
な
し
く
敗

れ
た
学
校
に
も
惜
し
み

な
い
声
援
が
送
ら
れ

る
。
む
し
ろ
甲
子
園
で

は
、
「
ま
た
来
年
来
い

よ
」
と
最
後
ま
で
よ
く

頑
張
っ
た
敗
者
の
ほ
う

に
よ
り
多
く
の
声
援
が

送
ら
れ
る
。
試
合
中
の

素
晴
ら
し
い
プ
レ
イ
を

フ
ァ
イ
ン
・
プ
レ
イ

（
美
技
）
と
い
う
が
、

フ
ァ
イ
ン
・
ル
ー
ザ
ー

と
い
う
言
葉
も
あ
る
。

力
の
差
が
歴
然
と
し
て

い
て
も
、
小
汚
い
姑
息

な
戦
法
を
用
い
る
こ
と

な
く
堂
々
と
最
後
ま
で

戦
っ
た
者
、
立
派
な
敗

者
、
見
事
な
敗
者
と
い

う
意
味
で
あ
る
。

そ
こ
で
ひ
と
つ
の
提

案
が
あ
る
。
甲
子
園
で

は
試
合
終
了
後
勝
利
校

の
校
歌
が
流
さ
れ
、
勝

ち
進
む
強
豪
校
の
歌
は

何
度
も
耳
に
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
一
回
戦
で

敗
れ
た
学
校
の
校
歌
は

１
度
も
聴
く
こ
と
が
で

き
な
い
。
む
し
ろ
最
後

ま
で
頑
張
っ
た
健
闘
を

称
え
敗
者
の
校
歌
を
流

し
て
あ
げ
て
は
ど
う
だ

ろ
う
。
そ
し
て
最
後
ま

で
勝
ち
進
み
校
歌
が
流

れ
な
か
っ
た
学
校
に

は
、
決
勝
戦
で
準
優
勝

校
、
優
勝
校
の
校
歌
が

満
員
の
球
場
に
響
け
ば

感
激
も
ひ
と
し
お
で
あ

ろ
う
し
、
参
加
校
全
部

の
校
歌
が
甲
子
園
球
場

に
流
れ
る
こ
と
に
な
る

の
だ
が
。

我
が
母
校
は
大
阪
府

予
選
の
一
戦
目
か
二
戦

目
あ
た
り
で
毎
年
大
敗

し
て
い
る
が
、
せ
め
て

フ
ァ
イ
ン
・
ル
ー
ザ
ー

た
れ
と
祈
り
つ
つ
今
夏

は
何
十
年
ぶ
り
か
で
応

援
に
駆
け
つ
け
て
み
よ

う
か
と
思
っ
て
い
る
。

平
成
２３
年
版
高
齢
社
会

白
書
で
は
、
６５
歳
以
上
の

高
齢
者
人
口
の
総
人
口
に

占
め
る
割
合
が
、
過
去
最

高
の
２３
・
１
％
と
な
り
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
明
る
く
豊

か
な
長
寿
社
会
の
実
現
が

重
要
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
情
勢
の
中

で
、
私
ど
も
は
、
昨
年
発

生
し
ま
し
た
東
日
本
大
震

災
や
大
型
台
風
な
ど
の
災

害
に
よ
り
、
地
域
に
お
け

る
人
と
人
の
つ
な
が
り
や

支
え
合
い
が
い
か
に
大
切

で
あ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
の
重
要
性
を
改
め
て
再

認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
老
人
ク
ラ
ブ

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
会

員
の
減
少
、
指
導
者
の
不

足
、
財
源
の
確
保
な
ど
、

当
面
す
る
課
題
が
山
積
し

て
お
り
、
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
お
り
ま
す
。

大
老
連
と
し
て
は
、
平

成
２３
年
度
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
の
原
点
に
立
っ

て
、
全
老
連
が
提
唱
す
る

老
人
ク
ラ
ブ
２１
世
紀
プ
ラ

ン
に
沿
っ
て
、「
健
康
・
友

愛
・
奉
仕
」
の
全
国
三
大

運
動
を
基
本
に
お
い
て
、

様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
「
高
齢
者
の

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事

業
」
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業

な
ど
の
健
康
づ
く
り
活

動
、
ね
た
き
り
高
齢
者
の

友
愛
訪
問
や
災
害
時
支
援

の
取
り
組
み
な
ど
の
友
愛

活
動
、
ま
た
、
全
国
一
斉

社
会
奉
仕
の
日
や
環
境
美

化
・
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の

取
り
組
み
あ
る
い
は
子
ど

も
見
守
り
活
動
な
ど
の
奉

仕
活
動
、
さ
ら
に
は
、
地

域
文
化
の
保
存
伝
承
活
動

や
老
人
の
日
・
老
人
週
間

の
取
り
組
み
な
ど
の
仲
間

づ
く
り
活
動
等
を
活
動
の

柱
に
、
多
様
な
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
今

後
の
老
人
ク
ラ
ブ
発
展
を

め
ざ
す
た
め
に
は
、
そ
の

活
動
を
担
う
指
導
者
、
リ

ー
ダ
ー
の
養
成
が
最
も
大

切
で
あ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ

指
導
者
・
女
性
部
指
導
者

合
同
研
修
会
、
女
性
部
リ

ー
ダ
ー
養
成
、
ま
た
平
成

２１
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
「
健
康
づ
く
り
推
進
リ

ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
の
開

催
な
ど
を
通
じ
て
、
幅
広

い
人
材
養
成
、
リ
ー
ダ
ー

養
成
に
努
め
て
き
ま
し

た
。ま

た
、
大
阪
市
や
大
阪

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

事
業
共
催
を
は
じ
め
各
区

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
し
て
展
開
さ
れ
る
区

老
連
活
動
と
も
密
接
な
連

携
を
図
る
と
と
も
に
、
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
や
各
種

研
修
会
等
を
活
用
し
て
、

広
い
視
野
に
立
っ
て
積
極

的
で
活
発
な
活
動
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

大
老
連
と
し
て
は
、
地

域
の
高
齢
者
を
代
表
す
る

組
織
と
し
て
、
長
年
培
っ

て
き
た
知
識
や
経
験
を
生

か
し
て
、
高
齢
者
が
長
寿

を
喜
び
合
え
る
心
ふ
れ
あ

う
明
る
く
豊
か
な
地
域
社

会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

素
晴
ら
し
い
好
天
の
中
、
大
老
連
主
催
の
第
７
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
が
６
月
６
日（
水
）、
大
阪
城
公
園
太
陽
の
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
２４
区

か
ら
１
４
４
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

野
口
一
郎
副
理
事
長
の

開
会
宣
言
の
あ
と
、
中
保

昌
理
事
長
か
ら
「
本
大
会

は
高
齢
者
の
健
康
と
生
き

が
い
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
開
催
す
る
も
の
で
、
こ

れ
を
機
会
に
大
い
に
お
互

い
の
親
睦
を
図
っ
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。
続
い
て
、
大
阪

市
福
祉
局
高
齢
者
施
策
部

の
久
保
直
也
部
長
か
ら

「
大
阪
市
は
、
今
後
と
も

高
齢
者
の
生
き
が
い
施
策

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
は
日
頃
の
活
動
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
す
る

と
も
に
、
勝
負
に
こ
だ
わ

ら
ず
親
睦
を
図
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
の
祝
辞
が
あ
り

ま
し
た
。

西
成
区
の
谷
田
亮
三
さ

ん
が
力
強
く
選
手
宣
誓
。

中
理
事
長
と
久
保
部
長
に

よ
る
始
球
式
の
あ
と
、
競

技
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
競
技
は
１５
ｍ
、
２５
ｍ
、

３０
ｍ
、
５０
ｍ
を
各
２
本
、

計
８
ホ
ー
ル
を
３
ラ
ウ
ン

ド
、
合
計
２４
ホ
ー
ル
で
競

わ
れ
ま
し
た
。

強
い
陽
射
し
の
中
、
参

加
者
は
元
気
一
杯
に
プ
レ

ー
し
、
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
カ
ー
ン
、
カ
ー
ン
と
軽

快
な
音
が
鳴
り
響
き
、
ム

ー
ド
も
大
変
盛
り
あ
が
り

ま
し
た
。

午
後
１
時
前
に
は
競
技

が
終
了
し
、
ス
コ
ア
カ
ー

ド
の
集
計
時
間
を
利
用
し

て
、
今
年
初
め
て
の
試
み

と
し
て
、
参
加
者
に
よ
る

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
競
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
２
時
頃
か
ら
閉
会

式
を
行
い
、
成
績
発
表
、

表
彰
の
後
、
石
井
好
男
副

理
事
長
の
「
天
候
に
恵
ま

れ
、
大
い
に
親
睦
も
深
め

ら
れ
た
、
素
晴
ら
し
い
大

会
で
し
た
」
と
の
閉
会
あ

い
さ
つ
で
大
会
を
無
事
終

了
し
ま
し
た
。
成
績
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

【
団
体
】
▽
優
勝
�
東
成

区
老
連
（
３
８
３
打
）
▽

準
優
勝
�
此
花
区
老
連

（
３
８
８
打
）
▽
３
位
�

住
之
江
区
老
連
（
３
９
１

打
）

【
個
人
】
▽
優
勝
�
東
淀

川
区
・
鶴
田
貢
さ
ん
（
５３

打
）
▽
準
優
勝
�
鶴
見
区

・
辻
野
悦
郎
さ
ん（
５７
打
）

▽
３
位
�
阿
倍
野
区
・
島

和
男
さ
ん
（
５８
打
）
▽
４

位
�
都
島
区
・
宇
都
宮
輝

夫
さ
ん
（
５８
打
）
▽
５
位

�
中
央
区
・
森
谷
弘
子
さ

ん
（
５８
打
）
▽
６
位
�
西

淀
川
区
・
増
山
美
喜
子
さ

ん
（
５９
打
）
▽
７
位
�
平

野
区
・
堀
川
八
江
子
さ
ん

（
５９
打
）
▽
８
位
�
生
野

区
・
松
浦
清
共
さ
ん
（
５９

打
）
▽
９
位
�
天
王
寺
区

・
片
岡
文
吉
さ
ん（
５９
打
）

▽
１０
位
�
西
成
区
・
小
川

利
子
さ
ん
（
５９
打
）

�西成区の谷田さんが選手宣言
�白熱した試合が繰りひろげられた
�団体優勝の東成区老連チーム
�個人優勝の東淀川区の鶴田さん（前列中央）
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東
成
区
老
連

団
体

鶴
田
さ

ん（
東
淀

川
区

）

個
人


